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当院鱬鱳取鲏組鲄

周術期介⼊鱳⼀例

鱑鲘鱳鳢鳇鳋鳢鲾鱅鲯鳟鳫診療鱳定義鱰鱩鱉鱫
「鱑鲘鱳鳢鳇鳋鳢鲾鱅鲯鳟鳫医療鱭鱴，鱑鲘治療鱳⼀環鱭鱜鱫鳢鳇鳋鳢
鲾鱅鲯鳟鳫科医，鳢鳇鳋鳢鲾鱅鲯鳟鳫専⾨職鱰鲍鲏提供鱚鲑鲐医学的鲩鲚
鱬鱇鲏，鱑鲘患者鱳⾝体的，認知的，⼼理的鱯障害鲗診断・治療鱞鲐鱘鱭
鱬⾃⽴度鲗⾼鲆，QOL�鲗向上鱚鱠鲐鲇鱳鱬鱇鲐。」

⽇本鳢鳇鳋鳢鲾鱅鲯鳟鳫医学会

鱑鲘鳢鳇鳋鳢鲾鱅鲯鳟鳫治療鱴『予防』、『回復』、『維持』、『緩和』 鱳
4鱩鱳段階鱰分鱖鲎鲑鲃鱞。
当院鱬鱴、鱘鱳４段階鱰鱏鱉鱫以下鱳鲍鱋鱯介⼊鲗鱜鱫鱉鲃鱞。
予防
●⾷道がんにおいては術後の２次的障害予防のため運動指導を実施。
回復（治療）
●消化器や泌尿器等のがんに対して⼿術後の早期離床を実施。
●泌尿器ではERAS(術後3時間後の離床開始)、⾻盤底筋群の運動指導。
●頭頚部、⾷道などの機能回復のための運動・摂⾷療法などを実施。
維持（再発・転移）
●⼿術後、化学療法や放射線療法中の廃⽤症候群の予防。
●運動継続のためのパンフレットの配布。
緩和
●⾝体的、⼼理的、社会的鱰ADL鲉QOL鲗維持鱬鱒鲐鲍鱋鱯⽀援鲗実施。

配布⽤パンフレット


